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無知が生む「風評」
　10月中旬、ハンセン病（平成８年までの病名は「ら
い」）について学ぶ機会を得て、国立療養所長島愛生
園（岡山県瀬戸内市）を訪問しました。
　医学知識の不足や国策（強制隔離）等により、患者
の方の尊い命が奪われたり、自己実現の機会が阻まれ
た事例を通して、人権を尊重する社会の実現に向けた
取組みの大切さを再認識しました。
　ご存じのように、ハンセン病は、“らい菌”による
慢性の細菌感染症です。現在は薬で完治しますが、
明治後期の医療技術の未熟さや日常生活の衛生・栄
養状態の悪さにより、治らない病気・感染する怖い病
気と受け止められました。患者本人や家族は偏見と差
別を被ってきました。あげくは前世の悪行の報いによ
る業病であるとか遺伝病である等がまことしやかに囁
かれました。

　症状は見えても、医学的解明が遅れたため、感染
原因や治療方法等が分からない等、無知であることで
流言の温床になったかもしれません。
　さて、根拠のない流言は「風評」です。福島第一
原子力発電所事故に起因する風評の件や対象が広が
りとまりません。
　例えば避難直後の女子児童は、「福島県から来た」
と、級友から避けられたり陰口を言われたこと。いわ
き市の運送会社が「放射能の問題があるので、いわき
ナンバーで来店しないでほしい」と、取引先に言われ
たこと。夏の伝統行事「京都五山の送り火」で使用予
定であった陸前高田市の薪を放射能汚染の恐れがあ
るとの指摘により使用を変更したこと。秋には、政府
高官の心無い発言や富士山への外国人観光客が大幅
に減少等がありました。これらは、いずれも風評被害
を被ったことです。
　これまで、無知であるが故に「風評」を結果的に受
け入れてきたことを振り返り、今後は、「被爆」に関
する正しい知識を持ち、見た目や先入観で判断しない
ことが大切と受け止めています。�（人権教育推進員）
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